
施策名 課題等 主な取組 《》内はコロナの影響 総合評価

①地球温暖
化対策の
推進と環
境に配慮
する人づ
くり

・温室効果ガス排出割合が高く、
道民一人当たりの排出量は全国
平均よりも高い

・多くの再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ賦存量を
有しているが活用が不十分

・環境に配慮したライフスタイル
の定着を図ることが必要

○環境学習講座への講師派遣などによる、
環境教育の推進、環境教育指導者等の
育成、自主的な環境学習の支援

○地球温暖化防止活動推進員の講師派遣
○省エネ３Sキャンペーンの展開
○水素エネルギー利活用の普及啓発
《PRイベント、セミナーの中止等》

効果的な
取組を検
討し引き
続き推進

②環境・エ
ネルギー
産業の振
興

・将来にわたり、エネルギーが安
定的に供給されることが重要

・エネルギーの地産地消の促進な
どエネルギー資源を最大限に活
用する取組を進めることが必要

・環境産業の育成・振興を図るこ
とが重要

○北海道新エネルギー導入加速化基金
を活用した地域のエネルギー地産地
消の取組を支援

○環境関連技術開発の事業への補助
○水素関連産業の形成促進に向け、実
証事業誘導や道内企業の参入支援

《セミナー、道外展示会の延期等》

効果的な
取組を検
討し引き
続き推進

1 分 野：生活・安心

低炭素型ライフスタイ
ルの促進や水素エネル
ギーの活用など地球環
境保全の取組促進

再生可能エネ
ルギーの開
発・導入促進

施策間連携

【政策の方向性と施策の関係】

環境に配
慮した社
会の実現

エネルギーの効率的利用の目標【産業部門】
エネルギー消費原単位(GJ/百万円)（施策②）

省エネ法に基
づく対策など
各事業者の省
エネの取組が
進んでいる

【関連指標】

高効率機器や
家庭用燃料電
池への切り換
えが進むなど
家庭における
省エネ対策に
より堅調に推
移

エネルギーの効率的利用の目標【家庭部門】
エネルギー消費原単位(GJ/人) （施策②）

【総合計画の指標】

(GJ/百万円)

(GJ/人)

A 政策の方向性：低炭素型ライフスタイルの促進や水素エネルギーの活用など地球環境保全
の取組促進

(4) 政 策 の 柱：環境への負荷が少ない持続可能な社会の構築

②環境・エネル
ギー産業の振興
（経済部）

温室効果ガス排出量（万t-CO2） （施策①②)

民生部門にお
いて、世帯数
の増加やオ
フィスのOA化
による電力使
用量が増加
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【関連指標】
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【関連指標】

省エネ法に基づ
く対策など、
LEDや省エネ型
IT機器、コー
ジェネレーショ
ンの導入や節電
の取組により堅
調に推移

エネルギーの効率的利用の目標【業務部門】
エネルギー消費原単位（GJ/㎡）（施策②）
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【ほか２つの関連指標】

①地球温暖化対策
の推進と環境に配
慮する人づくり
（環境生活部）

<総合計画施策推進状況>【施策の詳細については、評価調書をご覧ください】（※）はコロナの影響等があった施策

（※）

（※）

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/R2ihonchousyo/check/0512PDC.pdf
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/R2kihonchousyo/check/0303PDC.pdf

